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プログラムのねらい

支援活動の概要紹介

プログラムの内容

授業（講演・セミナー）や体験型学習を通じて、法的なものの見方や考え方を身に付けよう。

リーガルパークは、初等教育における法教育授業の実施を主な目的として弁護士が立ち上げた団体です。
上記プログラム以外にも、現場教員の実施する法教育授業のサポートや、学生（法科大学院等）による法教育授業も行ってお
ります。
ご希望に応じたプログラムを提供いたしますので、お気軽にお問い合わせください。

☑小学校　　　　☑中学校　　　　☑高校　　　　□特別支援学校
☑その他（ 　）
令和 3 年度実績（都内）　4 校（回）　　　　　　　令和 4 年度実績（都内）　1 校（回）

☑教科（LHR）　　□道徳　　☑総合的な学習の時間　　☑特別活動（クラブ活動、生徒会活動等）
☑教育課程外（放課後子供教室、夏休み等の長期休業期間等）　□教員対象研修　□ PTA 等保護者対象研修
□学童クラブ・児童館等のイベント　　□その他（　）

対応可能
な時期

その他
会場・定員・必要備品
などについて

連絡先

必要経費日程が合えば随時可能

プロジェクター、スクリーンを用意してください。

要相談（実費等）
可能な限り、交通費を希望。

部署名・担当者
プログラム紹介WEB

電話
e-mail

～法律のひろば～ THE 法教育
一般社団法人リーガルパーク

【模擬裁判】
プログラムの流れ

①導入（20 分）
　自己紹介、団体の紹介
　日本にある犯罪の種類、刑法、裁判手続きについて
　伝言ゲームで伝え話は信用できない、証拠にならないということを体験してもらう

②模擬裁判（ 55 分）
　　リアルな模擬裁判で裁判員、裁判長、検察官、弁護人を体験してもらう。

③グループワーク（10 分）
　　被告人の罪責についてのグループワーク

④まとめ（15 分）
　発表とまとめ
　・人の記憶や印象はあてにならない→証拠に基いて事実の有無を判断しなければならない
　・証拠があやふやで、犯人と断定することにためらいがあるときは被告人を無罪とすべき
　　「疑わしきは被告人の利益に」
　・最初から被告人を犯人と決めつけてはならない

必要コマ数　２コマ

令和
3・4年度
実績

▶ 令和 5 年度東京都地域学校協働活動推進フォーラム / コミュニティ・スクール推進フォーラム

事務局・担当：庄子奈緒美	 	 	 	 	 	 	
http://legalpark.jp/	 	 	 	 	 	 	
03-6408-0616	 	 	 	
mail-info@legalpark.jp	

　


